
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「月根尾」とは、学校のある地域の古名 

「突根尾原」に由来する地名です 

 

先日、学校の坂道下、三日市地区に「飯南町滞在型

地域交流拠点施設」が竣工しました。  

この施設の滞在者と地域住民の皆さんとの交流の

拠点としたいという町の思いによって建てられまし

た。４月から飯南高校生も活用させていただきます。

ありがとうございます。きれいで使いやすく設計さ

れたこの施設を大切に使わせていただきます。  

 

愛称は                 です。  

 

「ＮＯＤＥ」には「結び目」という意味があり

ます。町の住民と高校生を結ぶ場であってほしい

という思いで名づけられました。どのように活用

すれば、より多くの充実した結び目を作っていく

ことができるか、生徒のアイデアももらいながら

考えていきます。  

もう一つ、「ＮＯＤＥ」には、「能動的な学びか

ら生まれる高濃度の学びの発火点になってほし

い」という思いが込められているそうです。地域

の方々との交流を通して、そこからさまざまな学

びへの意欲やヒントをもらい、自分から学ぼうと

する意識を高く持って、より高次の学びへと発展

させてほしい、ということだと思います。ＡＩな

どのデジタル技術が進歩し、簡単に大量の情報を

仕入れることができるこれからの時代には、ます

ますこうした学びへの姿勢が求められることで

しょう。  

新年も引き続き、地域や保護者の皆様のご協力

を得ながら、飯南高校生の成長につながる教育活

動を積極的に行ってまいります。どうぞよろしく

お願いいたします。  

校長  馬庭 寿美代 

 

１２月２２日には、 

竣工式が行われました。 

地域住民との交流スペースもあります。 

木材は１００％島根県産材。

飯南町産も含め、雲南管内の

木材も多く使われています。 

ノ ー ド 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生「ぽんとごたんだ」さんの 

最新巻に報道部員が登場！ 

２０２５年２月１５日に、「飯南町創立２０周年記

念式典」が開催されました。その時に、現在漫画家

として活躍されている本校卒業生のぽんとごたんだ

さんの記念講演が行われ、インタビュアーとして報

道部の澤田煌明さん、長島圭汰さんが参加しました。

ぽんとごたんださんは、報道部の初代創設者でもあ

るそうです。 

そのぽんとごたんださんから、報道部あてに１冊

の単行本『桐谷さん ちょっそれ食うんすか！？』 

２０巻（2025.10.23 発売）が送られてきました。な

んと、その中には式典の様子が描かれ、報道部の２

人も描かれていました！！ぽんとごたんださん、サ

イン入りの単行本、あり 

がとうございました。お 

忙しい中、送っていただ 

いたことに、報道部全員、 

感激しました。 

飯南町教育委員会主催のこのシンポジウムでは、

飯南町内の小・中・高校生が一堂に会し、各学校が

「ふるさと教育」や「課題研究」で取り組んできた

成果を発表しました。本校からは２年１組の生徒が

参加し、３年１組１６班が『野球人口を増やして飯

南町を盛り上げよう』をテーマに進めてきた研究内

容を発表しました。 

研究では、少年野球に取り組む児童を増やし、将

来は飯南高校野球部で活躍して、地域をさらに盛り

上げてほしいという思いから、野球教室を企画・開

催しました。その結果、スポーツ少年団への加入者

が増え、地域のスポーツ振興につながる成果を得る

ことができたと 

発信しました。 

発表後には、小・中・高の枠をこえてグループに

分かれ、意見交換を行いました。高校生が司会を務

め、学校種の異なる児童生徒の意見をまとめました。

話し合いを通して新たな視点や気づきを得ることが

でき、ふるさとへの思いをより深める時間となりま

した。 

小学生対象野球教室を行いました 

飯南町スポーツ少年団『飯南ワイルドボアーズ』

の小学生を招いて、野球教室を開きました。ウォー

ミングアップ、キャッチボールを一緒にした後、ポ

ジションに分かれて守備を教えたり、バッティング

を指導したりしました。練習の最後に高校生がバッ

ティングを披露し、小学６年生にも硬式ボールを打

つ体験をしてもらいました。 

主将の村尾仲哉さんは、「本当に楽しんでやってく

れて、野球が好きなのが伝わってきた。“甲子園に連

れて行ってください！”と言われたので、頑張りた

い」と話していました。 

今後もこのような活動を続けていきたいと思いま

す。 

「出雲子ども野球フェスタ２０２５」に参加 

野球フェスタが出雲ドームで開催され、野球部員

が今年も参加しました。このフェスタは、未就学児

を対象に、野球の楽しさを体験してもらおうと、県

高校野球連盟が毎年企画しているものです。 

飯南高校は「狙って打つ」コーナーを担当しまし

た。「動作を丁寧に教えながら、的を狙って打つ、く

じ引きで打つ方向を決めるなど、楽しんで打てる工

夫をした」と話していました。昨年担当した生徒を

覚えていて、声を掛けてくれた子もいて、高校生に

とってやりがいを感じる体験になりました。野球の

楽しさが伝わっていたら嬉しいです。 

島根県立大学松江キャンパスを会場に「全国高等

学校ビブリオバトル２０２５島根県大会」が行われ

ました。昨年度、「準チャンプ本」を受賞した長島圭

汰さんが、今年度も出場し、２年連続「準チャンプ

本」を受賞しました。  

この大会は、発表者が５分間で本の紹介をし、そ

の後、会場にいる参加者全員で質疑応答を３分間行

います。最後に、「どの本を一番読みたくなったか」

を基準に、参加者全員で投票をしてチャンプ本受賞

作品が決まります。今回の発表者（バトラー）は８

人でした。  

長島さんが紹介した本は、『夏の  

終わりに君が死ねば完璧だった  

から』（斜線堂  有紀 著）。会場  

からの笑いを誘う、見事なプレ  

ゼン力で本の魅力を伝えました。  

県大会では、「発表の流れを意識しながら、勢いを

大切にした」と長島さん。「起承転結」ではない「起・

承・転・転・転・転・結」で進む物語、思わぬ展開

に引き込まれる小説だと語りました。また、この本

の魅力は何と言っても『チェッカー』というボード

ゲームが出てくること。この本の根幹だそうです。

絶対にやってみたくなるそうなので、ぜひ読んでみ

てください。  

「本好きからしたら、自分の知らないジャンルの

本の魅力を知ることができる」とビブリオバトルの

魅力も教えてくれました。来年出場する際の本も考

えているそうで、「もう一度出場したいと思ってい

る」と意欲を示してくれました。  

島根県高等学校青少年赤十字メンバー秋季協議会 

本校は【飯南高校発！ウェルビーイングないいな

ん暮らし】と題して発表し、優秀賞を受賞しました。

部長の横貝倭玖さんは、「飯南町の良い所・悪い所を

調べる中で、生活習慣の乱れが気になり、“高校生に

も生活を見直す意識を持ってほしい”と感じて活動

しました。地域の方々とのつながりを大切にしなが

ら進めた取り組みについても発表しました。」と教え

てくれました。スライドの見やすさや伝え方にも工

夫を凝らしたようです。他校の発表も参考になった

と話していたので、今後の活動も楽しみです。 



 

１９日（木）１・２年生学年末試験（～２５日） 

２６日（木）ＳＣ来校（午後：菅先生） 

２７日（金）３年生を送る会 

        卒業式予行 

        ３年生鵬雲会入会式 

 

３月１日（日）出校日 卒業式 

  ２日（月）振替休業日（３月１日分） 

２日（月）人権週間（～６日） 

３日（火）中高合同職員会議のため４限授業 

     放課後家庭学習日 

４日（水）人権教育ＬＨＲ 

５日（木）ＳＣ来校（午後：飛田先生） 

１２日（木）１・２年生試験発表 

      ３年生出校日② 

第３４回浜田ー益田間駅伝競走大会（愛称・しおか

ぜ駅伝）に、本校の生徒２名が「飯南チーム」の一員

として参加しました。 

中学生から社会人まで、幅広い世代のランナーが

たすきをつなぐこの大会は、益田陸上競技場をスタ

ートし、はまだお魚市場前を目指す全８区間４０.１

㎞のコース。当日は、沿道から多くの声援が送られ、

選手たちは力強い走りを見せていました。 

地域代表の３３チームが参加する中、

１区を任されたのは田村瑞希さん。続い

て２区は石原丈さんが力強い走りを見

せました。２名の健闘がチーム全体の勢

いにつながり、最終的に１５位という立

派な成績に貢献しました。 

卒業生も多数活躍していました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより月根尾１月号 令和８年１月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

第４９回全国高校選抜ハンドボール大会県予選会兼 

令和７年度中国高校新人ハンドボール大会県予選会 

【１ 回 戦】飯南 ４０－２７ 松江工業 

【準 決 勝】飯南 １８－４０ 江津 

【３位決定戦】飯南 ３２－１７ 松江東 

中山結葉さんが審判員

として活躍しました！ 

第７４回全国高等学校スキー大会島根県予選会 

＜アルペン競技＞ 

【女子ＧＳ（大回転）】 

 梅木 咲季 

【女子ＳＬ（回転）】 

 梅木 咲季 

＜クロスカントリー競技＞ 

【男子クラシカル】 

 影山 莉音 

【女子クラシカル】 

今岡  蒼 

【男子フリー】 

影山 莉音 

【女子フリー】出場 


